
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 
○国語 A について 

 →平均正答率は、全国平均をやや下回っている。特に「話すこと・聞くこと」に課題がみ

られるが、「読むこと」については全国平均を上回っている。 

○国語 B について 

 →平均正答率は、全国平均を下回っている。国語の活用に関する力に課題がみられる。 

○数学 A について 

 →平均正答率は、全国を下回っている。「数と式」「図形」に特に課題がみられる。 

○数学 B について 

 →平均正答率は、全国平均を下回っている。数学の活用に関する力に課題がみられる。特

に「関数」に課題がみられる。 

○理科について 

 →平均正答率は、全国平均をやや下回っている。特に「物理的領域」「生物的領域」に課

題がみられる。 

※本調査は、平成 19 年度から実施されています。 

※平成 23 年度は中止(東日本大震災)、平成 24 年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
 今年度の質問紙調査は、昨年度から質問項目が減少し内容も変更された。そのため、全

項目で経年比較することはできないが、自己肯定感や学習面について改善がみられた項目

もあった。しかし、家庭での学習時間や学校生活に関する項目では、昨年度から数値が減

少した項目も多くみられる。 

 今回の全国学力・学習状況調査の結果から、学習については、基礎基本的な「知識」に

関する問題が徐々に改善傾向にあることがみえる。応用的な「活用」に関する問題も若干

ではあるが同様にあるが、課題も多くみられた。質問紙調査からは、家庭生活や学校生活

において改善傾向にある項目もあったが、引き続き課題がある項目も多くみられた。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 
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＜国語Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

この問題は、話し合いの内容とメモの内

容の両方を照らし合わせて考える力が

必要となる。このような問題の正解率が

低いのは、二つの資料や文章を照らし合

わせて考える力が不足していると考え

られる。 

普段の学習ではどうしてもひとつの文

章を読み取ることが主になっているが、

今後、二つ以上の文章を照らし合わせて

読み取るという学習も取り入れていく

必要がある。 

問題を掲載してください。 

教科に関する調査 

（考察） 

引用部分にどのような効果があるのか

を考える問題だった。説明文の学習の際

に、例示や引用が文章にどのような効果

をもたらすのかを指導してきたが、まだ

まだ学習不足だったと考えられる。教科

書の説明文の学習で繰り返し確認する

とともに、今取り組んでいるコラムの読

解でも、例示や引用、比較の効果などを

取り上げて学習していき、自分が文章を

書く際にも取り入れることができるよ

うにしていきたい。 

（考察） 

正答率が高かったことの理由としては、

朝学習の時間や二学年の際の重点取り

組みとして読書を奨励してきたことや、

新聞コラムの書き写しを続けているこ

とによって、語彙力がついてきたり、文

脈から意味を憶測する力がついてきて

いるのではないかと考えられる。 

今後もコラムの取り組みなどで文脈か

ら意味を正しく読み取る力を育ててい

きたい。 

（考察） 

必要に応じた質問ができているという

のは、それまでの内容がきちんと理解で

きたうえで自ら考えることができてい

るということだ。これは、国語の時間だ

けではなく、学校全体の取り組みとして

人の発表や説明を聞く、理解する、わか

らないことや知りたいことを質問する

という活動を、グループ単位やクラス、

学年、学校単位で行ってきた成果だと考

えられる。今後も引き続き取り組んでい

くことが大切である。 

文脈の中における語句の意味を理解する 

話の展開に注意して聞き、必要に応じて質問する 

話し合いの話題や方向を捉える 
文章の構成や展開について自分の考えをもつ 

【詳細について】 



  

 

＜数学Ａ＞（主に知識に関する問題） 

成果や課題があった設問 

【成果】 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜数学Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

確率の意味を問う問題で、授業では実験

を行なって理解をはかった内容である。

誤答としてエを選んだ生徒の割合が全

国よりも１０ポイント以上高いことか

ら、「相対度数」意味の理解不足が正答

率の低さの原因と考えられる。 

（考察） 

１次関数のグラフを利用する問題であ

る。誤答としてウやエを選んでいる生徒

の割合が高いことから、ダイヤグラムで

示されている時刻や距離の値を選んで

しまっていると考えられる。値を求める

ような課題だけではなく、グラフなどの

資料からわかることを考察するなどの

課題も設定し、グループワーク等を活用

し定着をはかっていく。 

（考察） 

「資料の活用」において代表値の意味を

理解しているかを問う問題である。誤答

の割合として、アの最大値やイの最小値

を選んでいる生徒が少なかったのは評

価できる。ウの平均値を選んだ割合が高

かったのは、授業において平均値に関す

る問題を扱う頻度が高いことが関係し

ていると思われる。この問題に限らず数

学的用語の意味理解が不足しているた

めに正答できていない問題があり、定着

をはかる必要がある。 

（考察） 

計算の例を理解し、正確に計算すること

ができている。無解答率がやや高いのは

この課題の意味を捉えることができな

かったためであると考えられる。 

多数回の試行の結果から得られる確率の意

味を理解している 

事象を理想化・単純化することで表された直

線のグラフを、事象に即して解釈することが

できる 

問題場面における考察の対象を明確に捉え

ることができる 
最頻値は、資料の中で最も多く出てくる値で

あることを理解している 



  

 

＜理科＞                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（考察） 

台風の進路・風向き・部屋内の立体図を

組み合わせたものであった。この問題は

情報処理と空間把握、予測する能力が問

われている。他教科や家庭学習の他、課

外活動や生活で養うことが必要である

と考えられる。 

（考察） 

「アルミニウムの記号」を答えるという

単純な用語暗記は授業の予習復習がで

きており、定着しているように読み取れ

た。また、前文の長い説明を見てからで

はなく、問題文を読んでから取り組むこ

とができているとも推測できる。 

アルミニウムの原子の記号の表し方につい

ての知識を身に付けている 

風向の観測方法や記録の仕方に関する知

識・技能を活用できる 



  

 

 

 

 

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

    授業については、平成２９年度から本格的に全教科の授業でグループ学習を取り入れ、生徒一人ひとりが

「主体的・対話的で深い学び」が実現できるよう、教師主導による授業からの脱却を目指し取組みを進めて

きました。毎月の授業研修会の実施、授業交流期間の設定や１０月の公開研究授業などを中心に授業改善を

進めるとともに、活用に関する課題設定の研究やユニバーサルデザインによる環境整備にもさらに取り組ん

でいきます。 

 

（２）学習規律について 

    チャイム着席については、小学校とも連携して取組みを進めています。授業開始を落ち着いた状態にする

ためにも大切なことです。その他、授業中の学習規律については、「グループ学習でのルール」にある、①ま

ずは自分で考える、②わからなければ、グループのメンバーに尋ねる、③人の話を真剣に聴く、④声の大き

さはレベル２～３で話す、をさらに徹底していきます。 

 

（３）家庭学習について 

    各教科からの宿題の内容を検討するとともに、自学自習力を高める研究を進めていきます。図書室の利用

や読書をする時間の設定などにより読書に興味を持たせる等、読書活動の定着をさらに目指します。また、

学校で作成している課題プリントやｉプリ等の活用を行うなど、保護者の方からの声かけのご協力もお願い

しながら進めていきます。 

（考察） 

 朝食の摂取や就寝時間などをみると、基本的な家庭生活が規則正しく送れるようになってきていることが

わかる。生徒自身の自覚だけでなく、保護者の方の協力の賜物であるといえる。自己肯定感を示す「自分に

はよいところがある」の項目が年々向上していることは様々な取組みの成果と考えられる。計画的に学習に

臨む姿勢も向上してきているが、学習意欲をさらに向上させ学習の習慣化を図りたい。読書については、平

成２８年度から学校司書の配置に伴い、図書室の整備、朝の読書や教科をはじめとする読書活動の推進、図

書室の開館などの取組みにより読書時間が増加してきている。 

（考察） 

 数年前と比較すると、授業時間以外の勉強時間は増加してきているが、全体としての勉強時間は少ない。

２時間以上取り組んでいる上位層は比較的多いが、勉強時間が３０分以下や全くしない生徒がかなり多いこ

とがうかがえる。宿題については、学校で済ませて帰宅する生徒もいるためか、家で宿題をしている生徒が

減少した。これらのことから、家庭での学習時間の確保が課題としてみられる。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

質問紙調査について 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100 にならない場合もあります。 
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